
　全長1６㎝、冬鳥として四国地方には少数が
飛来するアトリ科の小鳥、広葉樹林のある山
地の岩場や崖地に生息し草木の実を食べて越
冬します。翼や脇腹の美しい紫色を萩の花に
見立てて、江戸時代から「萩

はぎましこ
猿子」と呼ばれ

ています。西条では石鎚山頂、成就社周辺や
寒風山で見られていますが、積雪期のため出
会う機会の少ない鳥です。

●災害情報案内（火災等の発生時）
●防災行政無線の内容確認　　
●防災専用電話（災害時通報用※）

全国に誇る特産品「西条の七草」。正月７日に七草がゆを食べるのは、邪気を払い、
無病息災を願うためといわれています。ＪＲ伊予西条駅前でのふるまいイベントに

はかわいらしい園児の皆さんも参加。おいしそうに頬張る姿に癒やされました。（辻本）

表紙撮影に立ち会いました。撮影アイデアは八塚君。昔の写真の中から１枚を選び、
同じ場所、アングル、ポーズで撮影。住む場所が違う今もLINEグループでよく会

話するという３姉妹の仲の良さが印象的でした。新成人の皆さん、おめでとう！（日野）

二十歳が主役の今月号。取材で素直に受け答えしてくれる姿や成人式で旧友と話す姿
などを見ていると、二十歳のころの自分を思い出し、どこか懐かしく感じました。

特集では、たくさんの新成人が登場。皆さんに若い力が伝わるとうれしいです。（八塚）

寒さに負けず、白い息をはきながらも元気いっぱいに走るたくさんのランナーたち。
「がんばれー！」と応援する観客たちにも力が入っていました。ゴール後はいもた

きでほっと一息。温かいいもたきを食べながら、こぼれる笑顔がすてきでした。（山本）
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※防災専用電話は地震・台風など自然災害の「被害状況・避難情報」などの通報用です。
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❶たくさんの仲間たちと生徒会活動に
取り組む渡部さん（前列左から３人目）　
❷生徒会で新しく企画して実現した文化
祭でのダンスバトル　❸グループマッチ
での新企画・クラス対抗長縄跳び

丹原高校
２年生渡部楓

ふ う か

花さん
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